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市
で
は
、
夏
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

地
球
温
暖
化
対
策
へ
の
取
組
推
進
の

た
め
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
設
置

を
推
進
し
ま
し
た
。

　
公
共
施
設
で
は
　
施
設
で
合
計
約

86

1
街
0
0
0
メ
ー
ト
ル
の
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
が
設
置
さ
れ
、
カ
ー
テ
ン

の
外
側
と
内
側
で
は
、
平
均
で
約
2

℃
、
最
大
で
7
℃
の
温
度
差
が
あ
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
コ
ン

テ
ス
ト
を
実
施
し
、
市
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
も
取
り
組
み
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　「
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を
通
っ
て

く
る
風
は
2
、
3
℃
下
が
っ
て
い
る

よ
う
で
す
」「
見
た
目
に
も
涼
し
く
、

癒
や
さ
れ
ま
す
」「
窓
か
ら
ゴ
ー
ヤ

の
す
が
す
が
し
い
香
り
が
し
、
電
気

代
が
昨
年
と
比
べ
9
％
減
少
し
ま
し

た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
は
、
比
較
的

手
軽
に
取
り
組
め
、
直
接
的
な
温
暖

化
対
策
効
果
や
緑
に
よ
る
癒
や
さ
れ

効
果
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
ぜ
ひ
、
今
後
と
も
地
球
温
暖
化
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■問 
環
境
保
全
課
環
境
保
全
班
（
緯
内

線
3
6
5
）。

　
こ
の
表
彰
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会

お
よ
び
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、

優
秀
な
成
績
を
収
め
功
績
の
あ
っ
た

児
童
と
生
徒
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　
去
る
　
月
　
日
に
教
育
委
員
会
教

10

19

育
長
か
ら
表
彰
状
を
児
童
・
生
徒
に

手
渡
し
ま
し
た
。

【
児
童
】

▼
秦
琴
美
（
小
倉
台
小
6
年
）
…
全

国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会
千
葉

県
選
考
会
女
子
4
×
1
0
0
ｍ
リ

レ
ー
第
1
位

▼
岩
井
将
光
（
平
賀
小
6
年
）
…
同

大
会
男
子
1
0
0
ｍ
 第
1
位

▼
木
村
隼
人
（
滝
野
小
6
年
）
…
全

国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会
男
子

　
ｍ
ハ
ー
ド
ル
第
2
位

80▼
荒
井
夏
芽
（
高
花
小
2
年
）
…
全

日
本
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権
大
会

小
学
2
年
女
子
組
手
の
部
第
3
位

▼
高
木
優
斗
（
原
小
1
年
）
…
千
葉

県
小
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会
小
学

1
年
男
子
組
手
の
部
準
優
勝

　平 成23年
9月、本年度
百歳を迎え
るみなさん
を、山﨑山洋
市長が訪問
しました。
　み な さ ん
の長寿を祝
い、多年にわ
たり社会の発展に寄与していただいたことに感
謝し、内閣総理大臣から祝い状と記念品が、ま
た市からの祝い金が贈呈されました。
　なお、9月末現在、市内の百歳以上の人数は
21人です。
■問 介護福祉課生きがい支援班（緯内線272）。

 緑
の
カ
ー
テ
ン
で

温
暖
化
対
策
と
省
エ
ネ
の
夏
 

 グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
応
募
作
品

市の花「コスモス」の新しい名所に

「師戸寿会」がコスモス畑を作「師戸寿会」がコスモス畑を作成成
　市の花コスモスの畑が師戸地区（師戸干拓280―1）に完成。これは
地元の「師戸寿会」のみなさんの手によるものです。
　同会はメンバー14人の団体。「地元のみんなで何かできることはな
いか」という話から結成されました。今年7月から、市の土地9,329
愛を管理する上で、野原を耕し、コスモス畑の作成に着手しました。
　一面に咲くコスモスに、わざわざ車
で訪れる人もいたそうですが、9月の
台風の影響で、やや寂しい風景に。
　代表の根本武夫氏は「畑の作成は今
年が初めて。たくさんの人に来ても
らいたい」と語りました。

▲滑コスモス畑に立つ師戸寿
会のみなさん（上）と広大な
コスモスの花畑。台風の被害
を受けた畑も10月中旬にはこ
こまで回復しました

印
西
市
教
育
委
員

 印
西
市
教
育
委
員
会会

児
童
・
生
徒
表

　
　
　
児
童
・
生
徒
表
彰彰

▼
徳
永
唯
花
（
い
に
は
野
小
4
年
）

…
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

競
技
選
手
権
大
会
小
学
生
高
学
年
女

子
団
体
競
技
第
1
位

▼
石
井
祐
雅
（
い
に
は
野
小
6
年
）

…
同
大
会
小
学
生
高
学
年
男
子
団
体

競
技
第
1
位

【
生
徒
】

▼
川
村
雅
俊
（
印
西
中
2
年
）

…
千
葉
県
中
学
校
総
合
体
育
大

会
陸
上
競
技
大
会
男
子
共
通
4

0
0
m
第
2
位

▼
西
村
陵
（
木
刈
中
3
年
）
…
同
大

会
男
子
共
通
棒
高
跳
第
3
位

▼
梅
津
泉
希
（
印
旛
中
1
年
）
…
同

大
会
女
子
1
年
走
幅
跳
第
3
位

▼
菊
地
梨
紅
（
印
旛
中
2
年
）
…
同

大
会
女
子
共
通
8
0
0
m
第
3
位

▼
平
山
裕
太
（
滝
野
中
3
年
）
…
同

大
会
男
子
共
通
2
0
0
m
 第
3
位

▼
今
井
真
優
美
（
木
刈
中
3
年
）
…

全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技
大
会

千
葉
県
大
会
女
子
四
種
競
技
 第
1

位
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

百歳を迎える8人にお祝百歳を迎える8人にお祝いい

▲山﨑市長（右）がみなさんに
記念品などを贈呈

▲小野寺教育長（中央）と各大会で優秀な成
績を収めた児童・生徒のみなさん

　ここに掲載したのは、
一部の応募作品と公共
施設のグリーンカーテ
ンです。
　このほかにも、たく
さんの市民のみなさん
が、取り組みに協力し
てくださいました。

▲葛文化ホール（上）と見事
なグリーンカーテン（右）

▲船穂コミュニテ▲船穂コミュニティィ
センタセンターー

▲子どもたちも涼しげです（永治学童クラブ▲子どもたちも涼しげです（永治学童クラブ）） ▲▲市役所2市役所2階階

葛葛
み
な
さ
ん
工
夫
を
凝
ら
し

み
な
さ
ん
工
夫
を
凝
ら
し
てて

い
ま
い
ま
すす

滑滑
見
事
な
ゴ
ー
ヤ
が
育
ち
ま
し

見
事
な
ゴ
ー
ヤ
が
育
ち
ま
し
たた



■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

印西市役所緯碓42 5111　　http://www.city.inzai.chiba.jp

凡
例

※
　
ミ
リ
映
写
機
講
習
修
了
証
（
　

16

16

ミ
リ
映
写
機
操
作
に
は
必
須
）
の
交

付
を
希
望
者
は
午
前
・
午
後
両
方
の

受
講
が
必
要
で
す
。

■時 
　
月
　
日
蚊
・（
講
義
…
映
写
原

12

11

理
な
ど
）
午
前
　
時
～
正
午
、（
実
技

10

…
機
材
の
使
用
方
法
）
午
後
1
時
～

3
時
。

■場 
中
央
公
民
館
（
大
森
）。

■定 
　
人
。

10
■申 
　
月
　
日
我
ま
で
に
、
左
記
ま
で

11

30

電
話
か
直
接
窓
口
で
（
先
着
順
）。

■問 
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
。

ク
リ
ス
マ
ス
映
画
会

「
塔
の
上
の
ラ
プ
ン
ツ
ェ
ル
」

■時 
　
月
3
日
臥
・
午
前
　
時
　
分
～

12

10

30

　
時
　
分
（
開
場
は
　
時
～
）。

12

15

10

■場 
文
化
ホ
ー
ル
（
大
森
）。

■定 
4
6
0
人
。

■費 
入
場
は
無
料
で
す
が
、
文
化
ホ
ー

ル
お
よ
び
市
内
各
公
民
館
で
　
月
　

11

15

日
峨
か
ら
配
布
す
る
整
理
券
が
必
要

で
す
。

■問 
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
。

青
少
年
長
縄
と
び
大
会

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
子

ど
も
た
ち
が
交
流
し
、
互
い
の
友
情

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
印
西
市

青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
主
催
の

「
第
　
回
青
少
年
長
縄
と
び
大
会
」

12
を
開
催
し
ま
す
。

　
大
会
記
録
　
回
（
　
秒
間
）
に
挑

85

30

戦
す
る
チ
ー
ム
を
待
っ
て
ま
す
。

■時 
平
成
　
年
1
月
　
日
蚊
・
午
前
9

24

29

時
　
分
～
　
時
　
分
（
予
定
）。

30

12

45

■場 
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
（
浦

部
）。

■対 
市
内
在
住
の
小
・
中
学
生
。

■定 
　
チ
ー
ム
。　

40
■費 
無
料
。

※
チ
ー
ム
編
成
は
、　
人
～
　
人

10

15

（
縄
を
回
す
人
も
含
む
）
で
構
成
。

た
だ
し
、
監
督
者
（
成
人
）
1
人
を

定
め
る
こ
と
。

■申 
　
月
　
日
我
～
　
月
　
日
牙
ま
で

11

16

12

22

に
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
郵
送
、
F
A
X
、
メ
ー

ル
で
左
記
ま
で
（
先
着
順
、
定
員
に

達
し
な
か
っ
た
場
合
、
追
加
募
集
あ

り
）。

※
申
込
用
紙
は
、
生
涯
学
習
課
、
各

公
民
館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
用
意
し
ま
す
。
ま
た
、
印
西
市
青

少
年
相
談
員
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://in

zai-se
ish
o
u
.co
m
/

）
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
送
付

し
た
事
を
必
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
電
話
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ

ん
。

■問 
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
班

（
〒
2
7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大

森
2
3
6
4
―
2
・
緯
内
線
5
4
1

～
5
4
3
・
胃
碓42 
0
0
3
3
・
■メール n

ag
an
aw
ato
b
i-se
isy
o
u
@
m

l.city
.in
zai.ch

ib
a.jp

）。

図
書
館
ク
リ
ス
マ
ス
会

　
大
型
絵
本
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な

ど
た
の
し
い
お
は
な
し
を
用
意
し
て

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
入
場
無
料
・

当
日
先
着
順
。

■対 
幼
児
か
ら
小
学
3
年
生
く
ら
い
。

【
小
林
図
書
館
】

■時 
　
月
4
日
蚊
・
午
前
　
時
～
正
午
。

12

11

■場 
小
林
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
。

■内 
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
な
ど
。

■定 
　
人
。

50
■問 
小
林
図
書
館
（
緯
碓97 
0
0
0
5
）。

【
大
森
図
書
館
】

■時 
　
月
4
日
蚊
・
午
後
2
時
～
3
時
。

12
■場 
文
化
ホ
ー
ル
（
大
森
）。

■内 
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
大
型
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
な
ど
。

■定 
1
0
0
人
。

■問 
大
森
図
書
館
（
緯
碓42 
8
6
8
6
）。

異
文
化
理
解
講
座

　
外
国
人
の
行
動
に
「
あ
れ
？
」
と

思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
日

本
と
ほ
か
の
国
で
は
、
生
活
習
慣
や

文
化
な
ど
が
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
　
そ
こ
で
、
市
内
在
住
の
外
国
人
と

共
に
安
心
し
た
暮
ら
し
が
送
れ
る
よ

う
、
外
国
人
を
理
解
す
る
た
め
の
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
牙
・
午
後
2
時
～
3
時

12

15

　
分
。

30■場 
中
央
公
民
館
（
大
森
）。

■内 
市
内
小
中
学
校
に
勤
務
す
る
Ａ
Ｌ

Ｔ
（
外
国
人
英
語
講
師
）
が
、
母
国

の
生
活
や
文
化
を
英
語
で
紹
介
（
通

訳
あ
り
）。
噛
講
師
…
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
デ
イ
リ
ィ
氏
（
イ
ギ
リ
ス
出
身
）。

■費 
無
料
。

■定 
　
人
。

30
■申 
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
左
記
ま
で

（
先
着
順
）。

■問 
企
画
政
策
課
企
画
政
策
班
（
緯
内

4
7
3
・
■メール k

ik
ak
u
k
a@
m
l.ci

ty
.in
zai.ch

ib
a.jp

）。

第
7
回
だ
ん
ご
フ
ォ
ー
ラ
ム

～
い
ん
ざ
い
市
民
活
動
ま
つ
り
～

　
市
内
を
拠
点
と
し
て
活
動
す
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
や
市
民
団
体
が
、
日
ご
ろ
の
活

動
を
発
表
す
る
お
ま
つ
り
を
開
催
。

市
民
活
動
を
知
っ
て
、
体
験
し
て
、

参
加
し
ま
せ
ん
か
。

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
午
後

11

26

10

3
時
（
小
雨
決
行
）。

■場 
Ｂ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
モ
ー
ル

印
西
（
原
）。

■内 
①
活
動
紹
介
パ
ネ
ル
展
②
活
動
体

験
③
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
④
販
売
⑤
Ｎ

Ｐ
Ｏ
ク
イ
ズ
に
答
え
て
景
品
を
も
ら

お
う
⑥
鉄
道
模
型
運
転
体
験
⑦
似
顔

絵
コ
ー
ナ
ー
な
ど
。

■問 
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓49 

4
5
0
0
）。

第
　
回
サ
ザ
ン
フ
ェ
ス
タ

16
■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
午
後

11

26

10

9
時
、　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
午
後

27

10

4
時
。

■場 
サ
ザ
ン
プ
ラ
ザ
（
原
山
）。

■内 
①
小
・
中
学
生
に
よ
る
合
唱
や
演

奏
、
サ
ザ
ン
寄
席
、
プ
ロ
ジ
ャ
ズ
バ

ン
ド
「
池
田
公
生
と
お
洒
落
倶
楽

部
」
の
演
奏
②
利
用
者
団
体
の
会
と

一
般
参
加
に
よ
る
舞
踊
、
マ
ジ
ッ
ク
、

ダ
ン
ス
、
コ
ー
ラ
ス
な
ど
。

※
　
月
　
日
臥
～
　
月
3
日
臥
に
は
、

11

26

12

利
用
団
体
サ
ー
ク
ル
の
「
美
術
工
芸

展
」
も
開
催
し
ま
す
。

■問 
サ
ザ
ン
プ
ラ
ザ
（
緯
碓45 
0
6
1

1
）。

バ
ラ
ッ
パ
ま
ん
じ
ゅ
う
講
習
会

　
地
域
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
、
素
朴

な
味
わ
い
の
バ
ラ
ッ
パ
ま
ん
じ
ゅ
う

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■時 
　
月
6
日
峨
・
午
前
　
時
～
正
午
。

12

10

■場 
永
治
プ
ラ
ザ
（
浦
部
）。

胸
講
師
…
山
﨑
一
枝
氏
ほ
か
。

■定 
　
人
。
■費 
4
0
0
円
（
材
料
費
）。

10
■他 
三
角
き
ん
、
エ
プ
ロ
ン
持
参
。

■申 
電
話
で
左
記
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
永
治
プ
ラ
ザ
（
緯
碓42 
1
1
0
1
）。

印
西
地
域
史
講
座
「
中
世
編
」

　
印
西
地
域
史
研
究
会
が
、「
印
西

歴
史
読
本
」
発
刊
記
念
の
印
西
地
域

史
講
座
「
中
世
編
」
を
開
催
し
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
。

11

27

10

■場 
平
岡
自
然
の
家
。

■内 
「
戦
国
時
代
の
印
西
と
原
氏
」。

噛
講
師
…
外
山
信
司
氏
（
千
葉
歴
史

学
会
会
員
、
中
世
城
閣
研
究
家
）。

■費 
5
0
0
円
。

■申 
住
所
・
氏
名
・
電
話
を
記
入
し
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
左
記
へ
。

■問 
印
西
地
域
史
研
究
会
事
務
局
・
松

本
（
緯
／
胃
碓47 
7
1
7
7
）。

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

■時 
　
月
8
日
牙
、
9
日
画
・
い
ず
れ

12
も
午
前
9
時
　
分
～
午
後
5
時
。

30

■場 
平
岡
自
然
の
家
。

■対 
当
消
防
組
合
管
内
（
印
西
市
・
白

井
市
）
に
在
勤
・
在
住
で
、
防
火
管

理
者
と
し
て
選
任
さ
れ
る
予
定
の
人
。

■定 
　
人
。

80
■申 
　
月
　
日
我
～
　
日
画
（
受
付
時

11

16

18

間
は
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）
の
間

に
、
受
講
料
4
街
0
0
0
円
を
添
え
、

必
要
事
項
を
記
入
し
た
申
請
書
と
受

講
票
を
左
記
に
提
出
。

　
な
お
、
申
請
書
と
受
講
票
に
は
縦

4
唖
×
横
3
唖
の
写
真
を
張
り
付
け

る
こ
と
。

※
申
請
書
な
ど
は
、
消
防
本
部
予
防

課
お
よ
び
管
内
の
消
防
署
・
分
署
で

配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
当
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

■問 
印
西
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予

防
課
（
緯
碓46 
9
9
7
1
・
■ＨＰ h

ttp
:

//h
o
m
e
p
ag
e
2
.n
ifty
.co
m

/fire
-in
zaich

ik
u
/

）。

北
総
花
の
丘
公
園

【
緑
の
教
室
】

「
木
の
実
と
リ
ボ
ン
で
飾
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
」

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
後
1
時
　
分
～

12

18

30

3
時
　
分
。

30

■内 
メ
モ
や
写
真
を
張
れ
る
コ
ル
ク

ボ
ー
ド
に
木
の
実
と
リ
ボ
ン
を
飾
り
、

お
し
ゃ
れ
な
額
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

噛
講
師
…
白
瀧
嘉
子
氏
。

■定 
　
人
。
■費 
1
街
0
0
0
円
。

20
■申 
開
催
日
の
1
カ
月
前
の
午
前
9
時

か
ら
、
問
い
合
わ
せ
先
へ
電
話
か
来

所
で
（
先
着
順
）。

■問 
千
葉
県
立
北
総
花
の
丘
公
園
管
理

事
務
所
（
緯
碓47 
4
0
3
1
・
■ＨＰ h

tt
p
://w

w
w
.cu
e
-n
e
t.o
r.jp
/

k
o
u
e
n
/h
an
a/

）。

参
加
者
同
士
で
意
見
交
換
な
ど
を
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
の
価
値
観

を
理
解
し
合
い
、
家
庭
教
育
の
充
実

を
図
る
講
座
で
す
。

■時 
①
　
月
7
日
我
、
②
　
日
我
・
①

12

21

②
と
も
午
前
　
時
～
　
時
　
分
。

10

11

30

■場 
①
小
林
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

（
小
林
）、
②
中
央
公
民
館
（
大
森
）。

■内 
①
人
権
、
い
じ
め
、
差
別
・
上
映

「
ソ
ー
テ
・
サ
ワ
サ
ワ
」。
②
非
行
と

向
き
合
う
・
上
映
「
夜
回
り
先
生
」。

■対 
家
庭
教
育
に
関
心
の
あ
る
人
。

■定 
　
人
。

20
■申 
電
話
で
左
記
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
中
央
公

民
館
内
・
緯
碓42 
2
9
1
1
）。

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

保
有
機
材
操
作
・
活
用
講
習
会

　「
子
ど
も
会
で
　
ミ
リ
映
画
会
を

16

開
催
し
た
い
」「
謝
恩
会
で
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
っ
た
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
を
上
映
し
た
い
」
で
も
「
機

械
は
ち
ょ
っ
と
…
」
と
お
思
い
の
人

は
、
こ
の
機
会
に
一
緒
に
機
材
の
使

い
方
な
ど
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

※
午
後
の
み
の
受
講
も
可
能
で
す
。

　11月1日から、防災行政無線から放
送された内容を確認するためのテレホ
ンサービス（フリーアクセス）が無料
で聞くことができます。放送内容が分
からなかったときや、もう一度聴きた
いときは、

緯0800―800―0864

をご利用ください。操作方法の説明は、
メッセージで確認できます。
※これまでの防災行政無線テレホン
サービス（緯碓40 2900）利用した場合、
通話料は利用者負担となります。
■問 防災課防災班（緯内線４５4）。

小
林
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
つ
り

2
0
1
1

　
小
林
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ー
ク
ル
連

絡
協
議
会
主
催
で
「
第
　
回
小
林
コ

14

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
つ
り
」
を
開
催
。
こ

の
ま
つ
り
は
、
協
議
会
加
盟
団
体
と

地
域
の
団
体
な
ど
が
参
加
。
サ
ー
ク

ル
の
み
な
さ
ん
が
日
ご
ろ
の
活
動
成

果
を
発
表
し
ま
す
。
ま
た
、
催
し
の

部
で
は
い
ろ
い
ろ
な
体
験
が
で
き
ま

す
。
地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
ま
つ
り
で
す
。

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
午
後

11

26

10

5
時
、　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
午
後

27

10

3
時
。

■場 
小
林
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
。

■内 
　
日
は
、
展
示
の
部
と
催
し
の
部

26
の
一
部
、　
日
は
発
表
の
部
を
加
え

27

た
3
部
門
。

■問 
小
林
公
民
館
（
緯
碓97 
0
0
0
3
）。

家
庭
教
育
シ
ア
タ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
テ
ー
マ
に
即
し
た
映
画
を
鑑
賞
後
、

講
座
・
催
し

平成２３年（２０１１）１１月１５日号（２）
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無料テレホンサービスを

開始  



印西市役所緯碓42 5111　　http://www.city.inzai.chiba.jp

■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

第
　
回
81

印
旛
郡
市
駅
伝
競
走
大
会

　
今
年
で
　
回
目
を
迎
え
る
印
旛
郡

81

市
駅
伝
競
走
大
会
が
、
佐
倉
市
岩
名

運
動
公
園
か
ら
滝
野
小
・
中
学
校
前

を
折
り
返
す
　
・
2
2
娃
コ
ー
ス
で

35

開
催
さ
れ
ま
す
（
下
図
参
照
）。

■時 
　
月
4
日
蚊
・
午
前
　
時
（
ス

12

10

タ
ー
ト
）
～
午
前
　
時
　
分
（
予
定
）。

11

30

【
中
学
校
の
部
】

［
第
1
中
継
所
］
萩
山
新
田
。

［
第
2
中
継
所
］
印
旛
中
央
公
園
。

［
第
3
中
継
所
］
境
田
バ
ス
停
。

［
第
4
中
継
所
］
本
埜
支
所
。

［
第
5
中
継
所
］
境
田
バ
ス
停
。

［
第
6
中
継
所
］
印
旛
中
央
公
園
。

［
第
7
中
継
所
］
萩
山
新
田
。

【
一
般
・
高
校
の
部
】

［
第
1
中
継
所
］
印
旛
中
央
公
園
。

［
第
2
中
継
所
］
本
埜
支
所
。

［
第
3
中
継
所
］
滝
野
小
・
中
学
校
前
。

［
第
4
中
継
所
］
本
埜
支
所
。

［
第
5
中
継
所
］
印
旛
中
央
公
園
。

※
い
ず
れ
の
部
も
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー

ル
は
岩
名
運
動
公
園
。

※
当
日
、
ラ
ン
ナ
ー
な
ど
が
沿
線
を

通
行
す
る
際
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■問 
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
班
（
緯
碓42 

8
4
1
7
）。

第
　
回
市
民
弓
道
大
会

13
■時 
　
月
4
日
蚊
・
午
前
　
時
～
（
受

12

10

け
付
け
9
時
　
分
～
）。

30

■場 
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
弓
道
場
。

■費 
5
0
0
円
。

■他 
弓
道
具
、
弓
道
衣
持
参
の
こ
と
。

■申 
当
日
会
場
で
申
し
込
み
ま
た
は
左

記
へ
。

■問 
市
弓
道
協
会
・
鈴
木
（
緯
碓42 
2
2

0
7
）。 ス

ポ
ー
ツ

（３）平成２３年（２０１１）１１月１５日号

12/7
（水）

　
赤
穂
浪
士
の
う
ち
、
あ
る
使
命
の

た
め
、
生
き
残
る
こ
と
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
、
二
人
の
男
を
描
い
た
作
品
。

出
演
…
役
所
広
司
、
佐
藤
浩
市
、
桜

庭
な
な
み
ほ
か
。
監
督
…
杉
田
成
道
。

■時 
　
月
7
日
我
・
午
後
2
時
開
演

12
（
開
場
は
1
時
　
分
～
）。

30
　
ミ
リ
映
画
会
「
最
後
の
忠
臣
蔵
」

１６

　
新
春
恒
例
の
い
ん
ざ
い
爆
笑
ラ
イ

ブ
を
開
催
し
ま
す
。

■時 
平
成
　
年
1
月
　
日
蚊
・
午
前
　

24

22

10

時
　
分
開
演
の
予
定
。

30
■費 
3
街
0
0
0
円
、（
全
席
指
定
、

発
売
初
日
の
み
1
人
4
枚
ま
で
）。

※
一
般
席
1
席
に
つ
き
3
歳
ま
で
の

お
子
さ
ま
1
人
ま
で
は
ひ
ざ
上
無
料
。

た
だ
し
、
座
席
を
希
望
す
る
お
子
さ

ま
は
1
人
分
の
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
。

※
障
害
者
割
引
は
料
金
よ
り
5
0
0

円
引
き
。
チ
ケ
ッ
ト
購
入
の
際
、
障

害
者
手
帳
な
ど
に
よ
る
確
認
が
必
要
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、　
月
4
日
蚊
・
午

12

前
9
時
か
ら
文
化
ホ
ー
ル
の
み
で
発

売
開
始
。
残
券
が
あ
る
場
合
は
　
月
12

6
日
峨
・
午
前
9
時
か
ら
文
化
ホ
ー

ル
の
み
で
電
話
受
付
開
始
。

1/２２
（日）

い
ん
ざ
い
爆
笑
ラ
イ
ブ

■費 
無
料
（
全
席
自
由
）。
た
だ
し
整

理
券
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
　
月
　
日
画
・
午
前
9
時
か
ら
文

11

18

化
ホ
ー
ル
、
各
公
民
館
、
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

そ
う
ふ
け
ふ
れ
あ
い
の
里
で
整
理
券

を
配
布
し
ま
す
。

　
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
な
か
、　10

月
9
日
・
松
山
下
公
園
で
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
2
0
1
1
を
開
催
。

　
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
多
く
の
市

民
が
、
各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
で
、
す
が

す
が
し
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
印
西
市
の
一
番
を
決
め
る

種
目
で
は
、
真
剣
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
る
姿
が
輝
い
て
い
ま
し
た
。
な

お
、
各
種
目
の
結
果
は
左
表
の
と
お

り
で
す
。

※
表
中
の
名
前
は
敬
称
略
。

 ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
2
0
1
1
種
目
別
1
位
認
定
者
発
表

胸スポーツフェス2011チャレンジコーナー種目別１位認定者胸

一般・女一般・男小学生・女小学生・男種　目

24秒0319秒8814秒50―一輪車
タイムレース 高橋　昌美古川　敦岩渕　桃佳―

３投成功３投成功２投成功５投成功

フリースロー

光枝　恵西本　純加藤　美遥堀川　優樹

―光枝　豊井上玲央奈―

――橋本　絢―

――金森　貴子―

――嵐　香南子―

７ｍ６７ｃｍ１７ｍ０３ｃｍ４ｍ９１ｃｍ４ｍ８６ｃｍ
大ボール投げ

牧野　和美茂垣　之寛柳田　美波はし本ゆうや

３ｍ８４ｃｍ３０ｍ２ｍ９２ｃｍ２７ｍ９８ｃｍ
逆立ち歩行

田谷　美空又地　諒西田　朱李さいとうともあき

４３回１２５回１２３回１０９回マッスル
トライアル 廣瀬　邦子中山　裕康西田　朱李さいとうともあき

５分１４秒４分４６秒５分５９秒５分１９秒松山下公園
一周マラソン 中村　仁美藤岡　啓太時田　琉梨夏川端　脩也

大健闘！印旛ブラザー大健闘！印旛ブラザーズズ
関東学童軟式野球秋季千葉県大会で優勝 関東大会出場関東学童軟式野球秋季千葉県大会で優勝　関東大会出場へへ

　
印
旛
地
区
の
少
年
野
球
チ
ー
ム

「
印
旛
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
」の
5
年
生
チ
ー

ム
が
、　
月
に
行
わ
れ
た
「
関
東
学

10

童
軟
式
野
球
秋
季
千
葉
県
大
会
」
で

見
事
優
勝
を
飾
り
、
関
東
大
会
出
場

の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
創
立
　
年
目
を
迎
え
る
同
チ
ー
ム

21

は
「
全
員
一
丸
」
の
全
員
野
球
と
ミ

ス
を
恐
れ
ぬ
積
極
的
プ
レ
ー
が
持
ち

味
。
現
在
、
約
　
人
の
子
ど
も
た
ち

40

が
所
属
し
、
日
々
練
習
に
励
ん
で
い

ま
す
。

　
今
回
の
初
優
勝
に
チ
ー
ム
全
体
の

キ
ャ
プ
テ
ン
、
杉
山
隆
仁
さ
ん
は

「
こ
の
結
果
（
県
大
会
優
勝
）
に
満
足

せ
ず
、
関
東
大
会
で
も
頑
張
っ
て
欲

し
い
」
と
後
輩
た
ち
に
エ
ー
ル
。

　
こ
れ
を
受
け
て
出
場
を
決
め
た
5

年
生
チ
ー
ム
の
キ
ャ
プ
テ
ン
、
古
谷

大
聖
さ
ん
も
「
関
東
大
会
で
も
優
勝

を
目
指
し
ま
す
」
と
力
強
く
応
え
ま

し
た
。

　
監
督
を
務
め
る
久
保
田
俊
夫
氏
は

「
チ
ー
ム
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、

大
会
に
臨
み
た
い
」
と
意
気
込
み
を

語
り
ま
し
た
。

　
関
東
大
会
は
、　
月
　
日
臥
・
　

11

19

20

日
蚊
に
日
本
ハ
ム
鎌
ヶ
谷
球
場
な
ど

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

※
チ
ー
ム
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp

://in
b
u
ra
.w
e
b
.fc
2
.c
o
m
/

in
d
e
x
.h
tm
l

）
で
も
情
報
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。　

募
集

胸
募
集
資
格
…
次
の
①
～
③
す
べ
て

に
該
当
す
る
人
。

①
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
②
自
力
で
の
通
勤
が
で
き
、
介
護

者
な
し
に
職
務
遂
行
が
可
能
③
地
方

公
務
員
法
第
　
条
に
該
当
し
な
い
。

16

胸
登
録
期
間
…
平
成
　
年
4
月
1
日

24

～
平
成
　
年
3
月
　
日
。

25

31

■申 
　
月
　
日
我
（
当
日
消
印
有
効
）

11

30

ま
で
に
、
印
西
市
任
期
付
職
員
採
用

選
考
申
込
書
（
写
真
張
り
付
け
）
を

左
記
ま
で
郵
送
、
ま
た
は
持
参
。

※
採
用
選
考
案
内
は
左
記
ま
た
は
各

支
所
・
出
張
所
の
窓
口
で
配
布
中
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
。

■問 
総
務
課
人
事
職
員
班
（
〒
2
7
0

―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3
6
4

―
2
・
緯
内
線
4
3
3
）。

任
期
付
職
員
の
登
録
選
考
を

　
　
　
　
実
施
（
障
害
者
対
象
）

　
市
で
は
、
障
害
者
の
雇
用
の
促
進

等
に
関
す
る
法
律
第
　
条
の
趣
旨
に

37

基
づ
き
、
障
害
者
の
雇
用
促
進
を
図

る
た
め
、
任
期
付
職
員
の
登
録
選
考

を
実
施
し
ま
す
。

　
合
格
者
は
任
期
付
職
員
登
録
者
名

簿
に
登
録
し
、
必
要
に
よ
り
任
期
付

職
員
と
し
て
採
用
し
ま
す
。

※
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
も
採
用
さ
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

胸
募
集
職
種
…
一
般
行
政
事
務
。

胸
選
考
方
法
…
書
類
審
査
・
面
接
試

験
。

葛
関
東
大
会
で
の
活
躍
も
期
待
さ

れ
る
印
旛
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
（
写
真
は

関
東
学
童
軟
式
野
球
秋
季
千
葉
県

大
会
の
と
き
の
も
の
）

岩名運動公園（スタート・ゴール岩名運動公園（スタート・ゴール））

萩山新萩山新田田
（中学の部第１中継所（中学の部第１中継所））

印旛公民館（中学の印旛公民館（中学の部部
第2中継所、一般・第2中継所、一般・高高
校の部第１、5中継所校の部第１、5中継所））

境田バス境田バス停停
（中学の部第3、5中継所（中学の部第3、5中継所））

本埜支所（中学の部第本埜支所（中学の部第44
中継所、一般・高校の中継所、一般・高校の部部
第2、4中継所第2、4中継所））

滝野小・中学校滝野小・中学校前前
（一般・高校の部第3中継所（一般・高校の部第3中継所））

一般・高校折り返し一般・高校折り返し点点

一般・高校中継所一般・高校中継所点点

中学校折り返し中学校折り返し点点

中学校中継所中学校中継所点点

印旛日本医大印旛日本医大駅駅

印旛支印旛支所所

本本埜埜
スポーツプラ　スポーツプラザザ

胸第８１回印旛郡市駅伝競争コース図胸



■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

印西市役所緯碓42 5111　　http://www.city.inzai.chiba.jp

凡
例

　市では災害時などの情報伝達手段として、携帯
電話やパソコンへのメール配信サービス「印西市
緊急情報発信システム」を実施しています。
　このメール配信サービスは、どなたでも利用す
ることができますが、あらかじめ『利用者登録』
が必要になります。
　なお、登録は無料ですが、『利用者登録』および
『登録解除』の際の通信料、メールの受信、WEB
閲覧にかかる費用は、利用者の負担になります。
【防災メール『利用者登録』手順】
　利用する通信機器から下のアドレスに「空」メー
ルを送信してください。

 b@inz.171k.jp

※利用者登録手順および配信する内容の詳細につ
いては、市ホームページ（http://www.city.
inzai.chiba.jp）に掲載。
■問 防災課防災班（緯内線４５4）。

※
医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て
い

る
人
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
投
球
補
助
台
・
ガ
ー
タ
ー
防
止
柵

の
利
用
が
で
き
ま
す
。

※
　
月
　
日
臥
・
　
日
蚊
は
チ
ー
バ

11

26

27

く
ん
も
や
っ
て
き
ま
す
。
ど
な
た
で

も
、
チ
ー
バ
く
ん
と
握
手
や
写
真
撮

影
が
で
き
ま
す
。
チ
ー
バ
く
ん
の
登

場
時
間
は
両
日
と
も
に
、
午
前
　11

時
・
午
後
1
時
・
3
時
・
5
時
。

■問 
ジ
ョ
イ
プ
ラ
ザ
印
西
店
（
緯
碓48 
5

8
4
1
）。

印
西
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会

「
お
む
つ
サ
ー
ビ
ス
」

　
例
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り
や
各

種
イ
ベ
ン
ト
で
バ
ザ
ー
な
ど
を
行
い
、

得
た
収
益
金
を
も
と
に
お
む
つ
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
在
宅
で
寝
た
き
り
の
人
、
要
介
護

状
態
で
お
む
つ
を
必
要
と
さ
れ
て
い

る
人
や
障
が
い
児
・
者
の
人
を
対
象

に
、
現
在
お
使
い
の
品
物
を
お
届
け

し
ま
す
。

■申 
　
月
　
日
我
ま
で
に
電
話
、
ま
た

11

30

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記
へ
。

■問 
印
西
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
・

小
名
木
（
緯
／
胃
碓42 
2
4
0
3
）。

第
6
回
オ
ス
ト
メ
イ
ト

社
会
適
応
訓
練
講
習
会

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
後
1
時
～
4
時
。

12

10

■場 
新
京
成
津
田
沼
駅
の
サ
ン
ロ
ー
ド
。

■内 
【
講
演
】
①
「
私
た
ち
の
患
者
力

～
オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
健
康
と
福
祉
の

た
め
に
」。
噛
講
師
…
高
石
道
明
氏

（
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
会
長
）。

②
「
ス
ト
ー
マ
管
理
冬
場
の
注
意
～

在
宅
ス
ト
ー
マ
ケ
ア
の
現
状
」。
噛

講
師
…
茅
野
昌
子
氏
（
看
護
師
）。

※
ス
ト
ー
マ
…
排
 泄
 口
。

せ
つ

■対 
県
内
の
オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
 肛
 
こ
う

 門
 ・
も
ん

 膀
 
ぼ
う

 胱
 増
設
者
）
お
よ
び
障
害
者

こ
う

の
生
活
、
医
療
に
関
心
の
あ
る
人
。

■費 
無
料
。
■申 
電
話
で
左
記
へ
。

■問 
公
益
社
団
法
人
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー

と
し
た
調
査
が
あ
る
こ
と
を
ご
理
解

の
上
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、

民
生
委
員
法（
第
　
条
）に
よ
り
、
守

15

秘
義
務
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。　

■問 
社
会
福
祉
課
厚
生
班
（
緯
内
線
2

5
4
・
2
5
6
）。

ボ
ウ
リ
ン
グ
で

体
を
動
か
し
ま
せ
ん
か

～
チ
ー
バ
く
ん
が
や
っ
て
く
る

～　
ジ
ョ
イ
プ
ラ
ザ
印
西
店
が
、
市
内

在
住
の
　
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、

60

無
料
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
実
施
し
ま
す
。

胸
期
間
…
　
月
　
日
我
ま
で
。

11

30

胸
受
け
付
け
…
■時 
①
平
日
（
月
～
金

曜
日
）・
午
前
　
時
～
午
後
6
時
、
②

10

土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
・
午
前
　10

時
～
午
後
2
時
。
■場 
Ｂ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｏ
Ｐ

ガ
ー
デ
ン
モ
ー
ル
印
西
2
階
・
ジ
ョ

イ
プ
ラ
ザ
印
西
店
内
ボ
ウ
リ
ン
グ
カ

ウ
ン
タ
ー
。

※
受
付
時
に
住
所
・
年
齢
の
確
認
が

で
き
る
も
の
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

■内 
1
人
2
ゲ
ー
ム
ま
で
無
料
（
貸
し

靴
無
料
・
団
体
予
約
可
）。

協
会
千
葉
県
支
部
千
葉
県
オ
ス
ト

ミ
ー
協
会
事
務
所
（
緯
0
4
3
―
3

0
9
―
7
5
7
1
※
月
・
火
・
金
、
午

前
　
時
～
午
後
5
時
）。

10
障
害
者
・
高
齢
者
の

人
権
・
法
律
　
番
110

　
障
害
者
・
高
齢
者
に
関
す
る
人
権

問
題
、
法
律
問
題
な
ど
、
千
葉
県
弁

護
士
会
が
行
う
無
料
電
話
相
談
で
す
。

■時 
　
月
9
日
画
・
午
後
1
時
～
4
時
。

12
※
Ｆ
Ａ
Ｘ
相
談
は
、
午
後
1
時
～
2

時
。

胸
相
談
方
法
…
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
。

緯
0
4
3
―
2
2
1
―
2
2
6
8
。

胃
0
4
3
―
2
2
5
―
4
8
6
0
。

※
事
前
申
し
込
み
に
よ
り
、
面
接
相

談
あ
り
。
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
千
葉
県
弁
護
士
会
（
緯
0
4
3
―

2
2
7
―
8
4
3
1
）。

佐
倉
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎

市
民
公
開
講
座

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
後
2
時
　
分
～
 

11

26

30

4
時
　
分
。 

30

■場 
聖
隷
佐
倉
市
民
病
院
（
佐
倉
市
）。

■内 
講
演
「
肝
炎
治
療
の
最
前
線
Ｂ
型

肝
炎
・
Ｃ
型
肝
炎
」。
噛
講
師
…
佐
藤

慎
一
氏
（
聖
隷
佐
倉
市
民
病
院
副
院

長
）。

■定 
1
0
0
人
。
■費 
無
料
。

■問 
千
葉
肝
臓
友
の
会
（
緯
0
4
7
―

4
6
0
―
7
0
5
5
※
火
、
金
午
前

1
0
時
～
午
後
3
時
3
0
分
）、
千

葉
肝
臓
友
の
会
会
長
・
村
田
充
（
■携 

0
9
0
―
2
5
6
5
―
6
1
2
5
）。

の
会
期
は
　
月
　
日
我
～
　
月
　
日

11

30

12

21

我
の
予
定
で
す
。
な
お
、
会
期
中
に

休
会
日
が
あ
る
の
で
、
開
催
日
に
つ

い
て
は
、
事
前
に
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 
議
会
事
務
局
（
緯
内
線
6
0
8
）。

閲
覧
で
き
ま
す
一
般
質
問

　
平
成
　
年
第
4
回
市
議
会
定
例
会

23

で
予
定
さ
れ
て
い
る
一
般
質
問
（
個

人
）
内
容
が
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

左
記
窓
口
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

胸
閲
覧
開
始
日
…
　
月
　
日
画
を
予

11

25

定
（
予
定
日
は
前
後
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
）。

胸
閲
覧
場
所
…
▼
市
役
所
行
政
情
報

コ
ー
ナ
ー
▼
各
支
所
▼
各
図
書
館
。

■問 
議
会
事
務
局
。

請
願
、
陳
情
の
提
出
期
限

　
平
成
　
年
第
4
回
市
議
会
定
例
会

23

に
か
け
る
請
願
、
陳
情
の
提
出
期
限

は
、　
月
　
日
峨
の
正
午
で
す
。

11

22

　
な
お
提
出
す
る
場
合
は
、
事
前
に

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 
議
会
事
務
局
。

税
金

東
日
本
大
震
災
に
関
わ
る

雑
損
控
除
の
説
明
会

　
左
記
の
日
程
で
、
東
日
本
大
震
災

に
関
わ
る
雑
損
控
除
を
希
望
す
る
場

合
の
確
定
申
告
に
つ
い
て
説
明
会
を

行
い
ま
す
。

　
な
お
、
当
日
は
確
定
申
告
書
を
受

け
付
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

■時 
　
月
3
日
臥
・
午
前
9
時
　
分
～

12

30

　
時
。

11■場 
市
役
所
3
階
大
会
議
室
。

■問 
成
田
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門

（
緯
碓28 
5
1
5
1
・
内
線
2
1
1
※

音
声
案
内
に
従
っ
て
2
を
選
択
し
て

く
だ
さ
い
）、
市
市
民
税
課
市
民
税

班
（
緯
内
線
3
1
7
～
3
1
9
・
3

平成２３年（２０１１）１１月１５日号（４）

パート衛

傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　
平
成
　
年
第
4
回
市
議
会
定
例
会

23

2
9
）。

青
色
決
算
説
明
会
・

消
費
税
等
説
明
会

　
成
田
税
務
署
で
は
、
所
得
税
の
青

色
申
告
決
算
書
の
作
成
や
消
費
税
お

よ
び
地
方
消
費
税
な
ど
に
つ
い
て
説

明
会
を
左
記
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

■時 
①
　
月
1
日
牙
、
②
2
日
画
、
③

12

5
日
俄
、
④
6
日
峨
・
い
ず
れ
も
午

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
・

高
齢
者
の
み
の
世
帯
実
態
調
査

　
市
で
は
、　
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

65

ら
し
高
齢
者
・
高
齢
者
の
み
の
世
帯

の
実
態
把
握
調
査
を
　
月
中
旬
か
ら

11

実
施
し
ま
す
。

　
今
回
の
実
態
把
握
調
査
は
、
緊
急

時
や
平
素
の
見
守
り
な
ど
に
お
け
る

連
絡
・
活
動
に
活
用
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
印
西
市
災
害
時
等
要
援
護
者

避
難
支
援
計
画
の
登
録
申
請
書
を
作

成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
時
の
支

援
体
制
（
印
西
市
災
害
時
等
要
援
護

者
避
難
支
援
計
画
「
あ
ん
し
ん
Ｉ

ネ
ッ
ト
」）
に
活
用
し
ま
す
。

　
調
査
に
つ
い
て
は
、
地
区
担
当
の

民
生
委
員
が
各
家
庭
を
訪
問
し
ま
す
。

民
生
委
員
は
、
地
域
住
民
の
身
近
な

相
談
・
支
援
者
で
あ
り
、
民
生
委
員

の
役
割
（
職
務
）
の
一
つ
に
地
域
住

民
の
生
活
の
実
態
や
福
祉
需
要
を
把

握
し
、
適
切
に
相
談
や
援
助
を
行
え

る
態
勢
を
整
え
て
お
く
こ
と
を
目
的

福
祉

議
会

怯
東
日
本
震
災
対
応
無
料
税
務

相
談
会

■時 
　
月
　
日
臥
、　
日
蚊
・
い
ず
れ

11

26

27

も
午
前
　
時
～
午
後
4
時
。

10

■場 
成
田
ユ
ー
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
（
Ｊ
Ｒ

成
田
駅
西
口
側
）。

■対 
震
災
の
際
、
被
災
さ
れ
た
人
も
し

く
は
そ
の
関
係
者
で
、
税
理
士
が
関

与
し
て
い
な
い
人
。

■申 
電
話
で
左
記
へ
予
約
。

■問 
千
葉
県
税
理
士
会
成
田
支
部
事
務

局
（
緯
碓36 
7
4
1
1
）。

怯
犬
・
猫
　
譲
渡
会

　
わ
た
し
た
ち
が
保
護
し
て
い
る

犬
・
猫
た
ち
に
新
し
い
家
族
を
見
つ

け
る
た
め
の
譲
渡
会
を
開
催
。

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
午
後

11

27

11

2
時
。

■場 
Ｂ
Ⅰ
Ｇ
 Ｈ
Ｏ
Ｐ
 駅
前
ビ
レ
ッ
ジ

（
原
）。

※
動
物
の
持
ち
込
み
不
可
。
動
物
の

引
き
取
り
は
一
切
し
て
い
ま
せ
ん
。

■問 
ど
う
ぶ
つ
福
祉
の
会
ア
ニ
マ
ル
サ

ポ
ー
ト
・
ノ
ア
（
■ＨＰ h

ttp
://asn

o
ah
.n
o
o
r.jp
/

）。

怯
い
ん
ば
学
舎
・
草
深「

収
穫
祭
」

　
多
く
の
恵
み
与
え
て
く
れ
た
自
然

と
、
共
に
生
活
し
た
仲
間
、
日
ご
ろ

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
に

感
謝
し
、
収
穫
の
喜
び
を
分
か
ち
合

う
お
祭
り
で
す
。

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
　
分
～

11

27

10

15

午
後
2
時
　
分
（
受
け
付
け
　
時
～
。

30

10

雨
天
決
行
）。

■場 
い
ん
ば
学
舎
・
草
深
。

■内 
生
産
物
・
加
工
品
の
販
売
、
陶
芸

展
示
・
販
売
会
、
バ
ザ
ー
、
和
太
鼓
・

民
族
楽
器
・
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
な
ど
。

※
焼
き
そ
ば
、
お
に
ぎ
り
、
豚
汁
な

ど
の
お
も
て
な
し
も
あ
り
ま
す
。

■費 
無
料
。

■問 
い
ん
ば
学
舎
・
草
深
（
緯
碓48 
6
4

1
1
）。

怯
新
し
い
女
性
囲
碁

　
国
際
的
な
社
交
習
熟
を
目
標
に
、

今
話
題
の
ア
ミ
ー
碁
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。

■時 
毎
週
土
、
日
曜
日
・
午
後
1
時
～
。

■場 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
原
）
2
階
。

■費 
賛
助
会
費
半
年
分
5
0
0
円
。

■問 
北
総
囲
碁
・
中
西
（
緯
碓37 
7
4
2

3
）。

怯

ク
リ
ス
マ
ス
・
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
2
0
1
1

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
後
2
時
～
（
開

12

17

場
1
時
～
）。

■場 
白
井
市
文
化
会
館
。

■内 
バ
レ
エ
、
ピ
ア
ノ
な
ど
の
器
楽
演

奏
、
声
楽
独
唱
や
合
唱
な
ど
。

■費 
9
9
9
円
。

※
収
益
金
の
一
部
は
、
東
日
本
大
震

災
復
興
支
援
（
日
本
赤
十
字
社
）
な

ど
に
寄
付
し
ま
す
。

■問 
S
I
N
C
S
事
務
局
・
平
田
（
■携 

0
9
0
―
1
7
9
4
―
3
4
3
2
・

■メール sin
cs_
sin
cs@
y
ah
o
o
.co

.jp

）。

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

後
1
時
　
分
～
3
時
　
分
。

30

30

■場 
①
成
田
市
中
央
公
民
館
講
堂
、
②

印
西
市
役
所
3
階
大
会
議
室
、
③
佐

倉
市
志
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
、
④
千
葉
県
印
旛
合
同
庁
舎

2
階
大
会
議
室
。

■問 
成
田
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門

（
緯
碓28 
5
1
5
1
・
内
線
2
1
1
※

音
声
案
内
に
従
っ
て
2
を
選
択
し
て

く
だ
さ
い
）。

防災メールに登録を

▲ QR
コードも
利用可

健
康



印西市役所緯碓42 5111　　http://www.city.inzai.chiba.jp

■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

認
し
ま
し
ょ
う
。

煙
契
約
は
、
内
容
を
理
解
し
た
上
で
、

必
ず
書
面
で
結
び
ま
し
ょ
う
。

煙
道
路
か
ら
奥
ま
っ
た
土
地
や
人
目

に
つ
き
に
く
い
土
地
、
手
入
れ
が
行

き
届
か
な
い
土
地
な
ど
は
、
巡
回
監

視
、
進
入
防
止
柵
や
不
法
投
棄
禁
止

な
ど
の
警
告
掲
示
板
の
設
置
な
ど
、

土
地
所
有
者
と
し
て
必
要
な
措
置
を

講
じ
ま
し
ょ
う
。

■問 
ク
リ
ー
ン
推
進
課
不
法
投
棄
対
策

班
（
緯
内
線
3
8
5
）。

野
外
焼
却
行
為
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
廃
棄
物
の
野
外
焼
却
行
為
（
い
わ

ゆ
る
野
焼
き
）
は
、
廃
棄
物
処
理
法

に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
廃
棄

物
を
焼
却
す
る
場
合
は
、
法
令
に
定

め
ら
れ
た
構
造
基
準
を
満
た
し
た
焼

却
施
設
で
、
処
理
基
準
に
従
っ
て
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
　
年
　
月
1
日
か
ら

14

12

（５）平成２３年（２０１１）１１月１５日号

を
使
っ
て
不
自
然
な
穴
を
掘
っ
て
い

る
。

芋
廃
棄
物
の
処
理
施
設
で
な
い
の
に
、

廃
棄
物
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

鰯
早
朝
、
深
夜
に
、
見
か
け
な
い
ダ

ン
プ
や
ト
ラ
ッ
ク
が
出
入
り
し
て
い

る
。

允
人
目
の
つ
き
に
く
い
と
こ
ろ
や
倉

庫
に
、
突
然
た
く
さ
ん
の
ド
ラ
ム
缶

が
あ
つ
め
ら
れ
て
い
る
。

煙
不
法
投
棄
の
通
報
内
容

茨
発
見
日
時

芋
発
見
場
所

鰯
発
見
し
た
状
況

允
廃
棄
物
の
種
類
・
量

印
行
為
者
・
車
両
等
の
情
報
（
重
機

や
ダ
ン
プ
の
表
記
、
車
両
ナ
ン
バ
ー

な
ど
）

※
通
報
者
に
関
す
る
情
報
に
つ
き
ま

し
て
は
、
秘
密
を
厳
守
し
ま
す
。

地
主
の
み
な
さ
ん
は
不
法
投
棄

さ
れ
な
い
よ
う
、
土
地
の
適
正

な
管
理
を
外

・
不
審
な
車
両
の
出
入
り
を
み
か
け

た
ら
、
市
役
所
、
最
寄
り
の
警
察
ま

た
は
産
廃
・
残
土
県
民
ダ
イ
ヤ
ル

（
緯
0
4
3
―
2
2
3
―
3
8
0

1
）
に
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

煙
土
地
や
倉
庫
を
貸
す
と
き
は
、
相

手
方
や
事
業
の
内
容
を
き
ち
ん
と
確

施
設
規
模
の
大
小
を
問
わ
ず
、
す
べ

て
の
廃
棄
物
焼
却
炉
の
構
造
基
準
が

強
化
さ
れ
、
こ
の
基
準
を
満
た
し
て

い
な
い
焼
却
炉
や
一
般
家
庭
の
簡
易

な
ご
み
焼
却
炉
な
ど
は
使
用
が
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
焼
却
炉
を
設
置
す
る
場
合
は
、
規

犬
・
猫
の
譲
渡
会
・

飼
い
主
さ
が
し
の
会

　
新
た
な
飼
い
主
を
さ
が
す
機
会
を

提
供
す
る
場
と
し
て
「
譲
渡
会
」
お

よ
び
「
飼
い
主
さ
が
し
の
会
」
を
開

催
し
て
お
り
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
蚊
・
譲
渡
会
…
午
前
9

12

11

時
　
分
～
　
時
　
分
、
飼
い
主
さ
が

30

11

30

し
の
会
…
午
後
1
時
～
3
時
（
雨
天

実
施
）。

■場 
千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
（
富

里
市
御
料
7
0
9
―
1
）。

■対 
千
葉
県
に
在
住
す
る
人
。

■費 
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
5
0
0
円
。

■他 
印
鑑
、
ケ
ー
ジ
・
リ
ー
ド
な
ど
持

参
。

※
犬
・
猫
が
少
な
い
可
能
性
も
あ
り

ま
す
の
で
、
御
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
、
ほ
か
の
業
務
を
行
っ
て

い
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■申 
　
月
1
日
牙
か
ら
各
開
催
日
前
日

12
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
ま

で
に
、
電
話
で
左
記
へ
（
受
付
時
間

は
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）。

■問 
千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
（
緯

碓93 
5
7
1
1
）。

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

　
事
業
活
動
に
伴
っ
て
排
出
さ
れ
る

が
れ
き
な
ど
の
産
業
廃
棄
物
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
日
常
生
活
か
ら
排
出

さ
れ
る
ご
み
な
ど
の
一
般
廃
棄
物

（
写
真
参
照
）
で
あ
っ
て
も
、
み
だ
り

に
捨
て
る
こ
と
は
廃
棄
物
処
理
法
に

よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

印
西
市
で
は
、
不
法
投
棄
の
撲
滅
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

不
審
な
現
場
を
見
か
け
た
ら
通

報
を
外

煙
不
法
投
棄
の
疑
い
の
あ
る
不

審
な
現
場
の
例

茨
工
事
現
場
で
も
な
い
の
に
、
重
機

環
境

模
な
ど
に
よ
り
「
廃
棄
物
処
理
法
」

ま
た
は
「
千
葉
県
廃
棄
物
の
処
理
の

適
正
化
等
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ

き
許
可
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
詳
し
く
は
印
旛
地
域
振
興
事
務
所

（
緯
0
4
3
―
4
8
3
―
1
1
3

8
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

焼
却
禁
止
の
例
外

　
ど
ん
と
焼
き
、
農
業
者
に
よ
る
あ

ぜ
草
・
稲
わ
ら
な
ど
（
廃
ビ
ニ
ー
ル

な
ど
を
除
く
）
の
焼
却
、
林
業
の
下

打
ち
枝
の
焼
却
、
水
産
業
の
漁
網
に

付
い
た
ご
み
（
海
藻
、
流
木
な
ど
）

の
焼
却
、
た
き
火
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
ー
な
ど
は
、
直
接
罰
則
の
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
が
、
生
活
環
境
の
保

全
上
支
障
が
あ
る
場
合
は
、
行
政
指

導
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■問 
ク
リ
ー
ン
推
進
課
不
法
投
棄
対
策

班
。

　犯罪被害などに遭われた人やそのご家族が、犯罪に

より受けた被害から立ち直り、再び地域において平穏

に過ごせるようになるためには、地域の人々の理解と

配慮が必要です。政府が策定した「犯罪被害者等基本

計画」により、毎年、11月25日から12月1日まで

が犯罪被害者週間とされ、広報・啓発事業が行われて

います。ご理解とご協力をお願いします。

【犯罪被害者相談の窓口】

　各種犯罪に遭い困っている人ために、相談窓口を開

設しています。

胸相談サポートコーナー…緯043―227―9110、プッ

シュ・携帯電話「♯9110」。

胸女性被害110番…緯043―223―0110。

胸少年センター〔ヤング・テレホン〕…緯0120―

783497。

胸女性相談所〔電車内における痴漢など〕…緯0120

―048224、■メール tekkeisoudan@police.pref.chiba.jp。

胸暴力団相談…緯043―254―8930。

胸千葉県警察本部犯罪被害者支援室…緯043―201―

0110嘩。

胸印西警察署警務課…緯043－201－0110嘩。

１１月２５日～１２月１日は犯罪被害者週間

犯罪被害者支援に関する
ご案内

耕
作
地

耕
作
地
にに

不
法
投
棄
さ
れ
た
家
庭
ご

不
法
投
棄
さ
れ
た
家
庭
ご
みみ

縁側を解体した廃材を違法に野焼縁側を解体した廃材を違法に野焼きき

胸積算線量計測結果胸
測定日・10月1日～３1日　測定機器・DOSEi（ドーズアイ・富士電機珂製）　単位・ミリシーベルト

年間推定
積算線量

年間登校
(園)日数

積算
累計

積算
日数測定場所年間推定

積算線量
年間登校
(園)日数

積算
累計

積算
日数測定場所

0.189 295 0.01625 大森保育園0.140 200 0.01420 木下小学校
0.564 295 0.04423 内野保育園※30.140 200 0.01420 小林小学校
0.189 295 0.01625 木刈保育園0.150 200 0.01520 大森小学校
0.177 295 0.01525 高花保育園0.130 200 0.01320 船穂小学校
0.197 295 0.01624 西の原保育園1.890 200 0.18920 永治小学校 ※1
0.159 295 0.00713 もとの保育園0.130 200 0.01320 木刈小学校
0.202 297 0.01725 山ゆり保育園0.110 200 0.01120 内野小学校
0.235 294 0.02025 どんぐり保育園0.100 200 0.01020 原山小学校
0.248 29５ 0.01619 ★銀の鈴保育園0.130 200 0.01320 小林北小学校
0.２３５ 295 0.0０８１０ 原山保育園※40.171 200 0.01821 小倉台小学校
0.310 295 0.02120 ★しおん保育園0.140 200 0.01420 高花小学校
0.077 183 0.00819 西の原幼稚園0.120 200 0.01220 西の原小学校
0.218 188 0.02219 ★天神幼稚園0.120 200 0.01220 原小学校
0.080 189 0.00819 小林天神幼稚園0.140 200 0.01420 六合小学校
0.077 192 0.00820 きかり幼稚園0.160 200 0.01620 宗像小学校
0.076 168 0.00920 しおん幼稚園0.124 200 0.01321 平賀小学校
0.078 207 0.0038 原山幼稚園0.340 200 0.03420 ★いには野小学校
0.172 295 0.01424 ★木刈学童クラブ0.140 200 0.01420 本埜第一小学校
0.333 295 0.02623 ★原山学童クラブ0.130 200 0.01320 本埜第二小学校
0.142 295 0.01225 木下学童クラブ0.124 200 0.01321 滝野小学校
0.130 295 0.01125 小倉台学童クラブ0.130 200 0.01320 印西中学校
0.165 295 0.01425 西の原学童クラブ0.290 200 0.02920 ★船穂中学校
0.142 295 0.01225 高花学童クラブ0.110 200 0.01120 木刈中学校
0.098 295 0.00824 内野学童クラブ0.150 200 0.01520 小林中学校
0.130 295 0.01125 大森学童クラブ0.490 200 0.04920 原山中学校※2
0.111 295 0.00924 原・第２学童クラブ0.180 200 0.01820 ★西の原中学校
0.094 295 0.00825 小林学童クラブ0.120 200 0.01220 印旛中学校
0.162 295 0.01120 いには野学童クラブ0.160 200 0.01620 本埜中学校
0.165 295 0.01425 ★平賀学童クラブ0.210 200 0.02120 滝野中学校
0.201 295 0.01725 ★滝野学童クラブ0.109 197 0.01018 大森幼稚園
0.118 295 0.00820 内野第２学童クラブ0.079 197 0.00820 瀬戸幼稚園
0.128 295 0.01023 ★永治学童クラブ0.104 197 0.01019 ★もとの幼稚園
0.384 295 0.02620 ★小林第２学童クラブ0.142 244 0.01625 木下保育園

※1永治小学校：10月24日～28日までで、0.177上昇、原因は不明。
　　（原因は不明ですが、ほかの日は一定の数値で推移しています。今後とも適切な積算線量の把
　　握に努めます）。
※2原山中学校：測定開始時間から１時間で0.035に上昇、上昇の原因は不明。
　　（測定期間内の1日だけ積算線量が突出して上昇していましたが、ほかの日は一定の数値で推
　　移しています。今後とも適切な積算線量の把握に努めます）。
※3内野保育園：機器の消し忘れが数日あり24時間測定と携帯電話と一緒に持参したため、１日
　　で0.007上昇した日があります。
※4原山保育園：10月28日の１日で0.003に上昇、原因は不明。
★印の付いた施設は、機器の消し忘れが数日あり24時間測定をした日があります。

　市では、保育園・幼稚園(私立含む）・小学校・中学校などの施設内で子どもたちが受ける
年間の放射線量を推計するため、積算放射線量の測定を行っています。
胸測定方法…子どもと同じ程度の高さとするため、先生の腰付近のポケット、ズボンなどに
積算線量計を装着し、子どもの滞在時間を目安に測定します。
　測定時間は、保育園が午前8時30分～午後4時30分、幼稚園が午前9時～午後2時30
分、小・中学校が午前8時～午後4時30分、学童保育が午後2時30分～午後7時です。

幼稚園、保育園、小・中学校などにおける
積算放射線量の測定結果
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中
秋
の
月
午
前
四
時
な
お
高
く
ま
だ
覚
め
ぬ
町
静
か
に
照
ら
す

大
　
森
　
　
　
石
塚
　
浩
　

ま
た
少
し
小
さ
く
な
り
た
る
母
と
見
る
赤
一
面
の
曼
珠
沙
華
の
花

小
　
林
　
　
　
品
村
　
葉
子

民
宿
の
軒
端
に
生
ふ
る
雪
の
下
ひ
き
つ
け
に
効
く
と
母
は
言
ひ
ゐ
き

小
倉
台
　
　
　
小
澤
芙
美
子

ジ
ン
ジ
ャ
ー
の
花
香
に
酔
ひ
て
立
ち
つ
く
す
彼
岸
ま
近
の
風
の
清
し
さ

原
　
山
　
　
　
高
橋
い
つ
子

い
く
ば
く
か
収
穫
あ
り
し
不
揃
ひ
の
苦
瓜
の
実
を
慈
し
み
を
り

　
木
　
刈
　
　
　
山
本
　
清
子

直
立
の
皇
居
の
衛
士
や
秋
深
し

内
　
野
　
　
　
葛
西
　
節
子

名
作
の
昭
和
の
映
画
観
る
夜
長

木
　
刈
　
　
　
宮
下
　
諄
子

昼
の
虫
音
の
絶
え
た
る
町
工
場

小
林
浅
間
　
　
樫
本
聖
游
子

富
士
の
嶺
初
冠
雪
や
薄
化
粧

小
倉
台
　
　
　
田
中
孝
二
郎

鰯
雲
沼
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
て

岩
　
戸
　
　
　
荒
木
　
コ
ト

俳
句

五
十
嵐
正
雄
選

〈短歌・俳句をお寄せください〉
　一人一首または一句で未発表のもの。毎月２０日締め切り（必
着）です。投稿は、住所・氏名（ふりがな）・電話番号を明記の
上、秘書広報課広報広聴班まで。

短
歌

加
藤
惠
美
子
選

※詳しくは市ホームページをご覧ください

毎月5日は「ノーレジ袋デー」です。お買い
物にはマイバッグを持参しましょう。

　
日
本
医
科
大
学
看
護
専
門
学
校

（
鎌
苅
1
9
5
5
）
は
、
北
総
線
の

印
旛
日
本
医
大
駅
か
ら
徒
歩
で
約

　
分
、
緑
豊
か
な
環
境
の
下
に

10

キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
り
ま
す
。

　
日
本
医
科
大
学
の
建
学
の
精

神
で
あ
る
「
克
己
殉
公
」
を
基

に
、
看
護
基
礎
教
育
を
担
う
機

関
と
し
て
、
平
成
5
年
に
開
校

し
、
今
年
で
　
年
目
を
迎
ま
し

19

た
。
同
じ
敷
地
内
に
は
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
な
ど
の
最
新
の
設
備

で
、
災
害
拠
点
病
院
と
し
て
地

域
医
療
を
担
い
、
高
度
な
救
急

救
命
医
療
を
提
供
し
て
い
る
日

本
医
科
大
学
千
葉
北
総
病
院
が

あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
学
園
祭
で
あ
る
「
秋

桜
祭
」
に
お
邪
魔
し
て
、
取
材

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
雨
模
様
で
し
た
が
、

学
生
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
活
気

あ
ふ
れ
る
学
園
祭
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
玄
関
で
は
地
元
の

み
な
さ
ん
に
よ
る
餅
つ
き
大
会

の
真
っ
最
中
で
し
た
。

　
学
生
が
輪
に
な
り
、
そ
の
中

で
国
家
試
験
を
控
え
た
3
年
生

が
「
合
格
す
る
ぞ
！
」
と
勇
ま

し
い
か
け
声
を
か
け
て
餅
を
つ

い
て
い
ま
し
た
。

　
実
行
委
員
長
さ
ん
に
校
舎
内

を
案
内
し
て
い
た
だ
く
と
保
育

体
験
、
妊
婦
体
験
、
視
力
な
ど

の
健
康
診
断
、
手
浴
体
験
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
紹
介
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
展
示
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
は

地
域
の
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
を
訪

れ
、
高
齢
者
の
お
世
話
を
さ
れ

て
い
ま
す
。
校
舎
は
教
室
棟
と

実
習
棟
が
あ
り
、
中
央
に
図
書

室
の
あ
る
管
理
棟
か
ら
な
っ
て

い
ま
す
。
本
学
は
、
全
国
で
も

有
数
の
充
実
し
た
設
備
を
誇
る

看
護
学
校
で
あ
り
、
図
書
室
は

医
療
関
係
の
文
献
が
充
実
し
、

北
総
病
院
の
研
修
医
が
利
用
す

る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
学
生
は
3
年
間
で
看
護
師
に
必

要
な
知
識
や
技
術
を
習
得
し
、
さ

ら
に
看
護
師
と
し
て
の
倫
理
的
な

態
度
を
身
に
つ
け
て
卒
業
し
ま
す
。

定
員
は
各
学
年
　
人
で
、
学
生
の

80

約
半
数
が
県
内
出
身
で
す
が
、
全

国
か
ら
学
生
が
入
学
す
る
の
で
、

敷
地
内
に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
面
で

安
心
な
学
生
寮
が
完
備
さ
れ
て
い

ま
す
。
国
家
試
験
に
は
ほ
と
ん
ど

の
学
生
が
合
格
し
、
卒
業
後
は
、

約
9
割
が
日
本
医
科
大
学
付
属
病

院
へ
就
職
し
、
約
1
割
が
進
学
す

る
そ
う
で
す
。
教
務
主
任
の
小
泉

先
生
は
「
ど
ん
な
看
護
師
に
な
り

た
い
の
か
を
考
え
て
、
看
護
師
を

目
指
し
て
ほ
し
い
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
印
西
市
に
医
療
を
支
え
る
教
育

機
関
が
あ
る
こ
と
に
市
民
と
し
て

心
強
さ
を
感
じ
ま
す
。

■問 
日
本
医
科
大
学
看
護
専
門
学
校

（
緯
碓99 
1
3
3
1
）。

広報レポーター：
 泉 　 夏樹 （木下東）
いずみ なつき 日本医科大学看護専門学校

▲日本医科大学看護専門学校の
外観。この日は学園祭でした

▲母子体験（上写真）と
健康診断の様子。すべ
て看護師候補生のみな
さんが企画しています

掲載情報は10月27日現在
架クリーン推進課クリーン推進班（緯内線383）

怯ゆずります情報（有料の物は希望価格）
▲電子レンジ▲冷凍冷蔵庫▲高級大型和テーブル▲液晶テレビの台▲スイング
ラック▲セカンドバッグ（黒色）▲オートマチックゲート▲ホットカーペット▲
ベビーキャリー。

怯さがしています情報
▲印西中学校男子制服（夏・冬）体操服など▲天神幼稚園女子制服・体操服・かばん・
帽子▲秀明八千代高校男子制服・体育用品など▲しおん幼稚園制服・ジャージ（男・
要相談）▲補聴器▲電子ピアノ▲ベビーカー（軽量のもの）▲折りたたみベッド▲リ
カちゃん人形。

　
先
生
と
「
途
中
で
鳴
ら
さ
れ

た
大
き
な
鐘
の
音
に
び
っ
く
り

し
た
」
と
笑
い
合
い
、
地
元
の

み
な
さ
ん
の
ご
厚
意
で
、
お
寺

の
軒
先
を
借
り
て
、
庭
を
見
な

が
ら
語
ら
い
ま
し
た
。

　「
印
西
市
は
東
京
に
近
く
、

こ
の
結
縁
寺
の
よ
う
に
自
然
豊

か
だ
が
、
田
舎
で
は
な
い
。
と

て
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
る
ま
ち

で
す
」
と
市
の
印
象
を
語
る
イ

ア
ン
先
生
。
反
面
「
北
総
線
の

運
賃
が
高
い
で
す
」
と
苦
笑
も
。

　
印
西
市
の
子
ど
も
た
ち
に
つ

い
て
伺
う
と
笑
顔
で
「
以
前
い

に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。
先
生
は
ア

メ
リ
カ
の
オ
レ
ゴ
ン
州
か
ら
来
日
。

大
き
な
体
に
優
し
い
顔
立
ち
の
男

性
で
す
。「
護
摩
を
焚
く
の
を
見

る
の
は
初
め
て
」
と
興
味
津
々
。

　
護
摩
供
養
に
は
、
地
区
の
み
な

さ
ん
が
多
数
出
席
さ
れ
、
結
縁
寺

の
住
職
を
兼
ね
る
、
松
虫
寺
の
岩

井
宏
純
さ
ん
が
祈
祷
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
護
摩
を
焚
い
て
、
そ

の
知
恵
の
炎
で
煩
悩
を
焼
き
、
清

い
心
を
宿
す
儀
式
（
右
写
真
）
で
、

出
席
し
た
み
な
さ
ん
は
、
患
部
に

護
摩
の
煙
を
当
て
て
、
真
剣
な
顔

で
な
で
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

A
L
T
が
覗
い
た
印
西
市

　
イ
ア
ン
先
生
 秋
の
結
縁
寺
を
訪
れ
る

広報レポーター： 吉川   映子 （高花）
よしかわ えいこ

　
散
歩
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
結

縁
寺
。
四
季
は
自
然
の
色
彩
に
彩

ら
れ
、
と
て
も
穏
や
か
な
風
景
が

広
が
り
ま
す
。
里
山
と
し
て
有
名

な
こ
の
地
区
に
は
、
地
名
の
元
に

な
っ
た
「
晴
天
山
結
縁
寺
」（
結

縁
寺
5
1
6
）
と
い
う
お
寺
が
あ

り
ま
す
。
奈
良
時
代
の
僧
、
行
基

に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
と
伝
わ
っ

て
い
る
こ
の
お
寺
で
は
、
毎
年
9

月
　
日
に
本
尊
で
あ
り
、
国
指
定

28
の
有
形
文
化
財
「
銅
造
銅
造
不
動

明
王
立
像
」
が
開
帳
さ
れ
、
護
摩

供
養
（
加
持
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
そ
の
当
日
、
西
の
原
中
学
校
の

A
L
T
（
外
国
語
指
導
助
手
）、
イ

ア
ン
・
カ
ー
タ
ー
先
生
と
結
縁
寺

た
学
校
の
子
ど
も
た
ち
は
シ
ャ
イ

な
子
が
多
か
っ
た
け
れ
ど
、
印
西

市
の
子
ど
も
た
ち
は
、
向
学
心
が

お
う
盛
だ
し
、
ど
こ
で
会
っ
て
も

『H
o
w
are
y
o
u
?

』（
ご
機
嫌

い
か
が
？
）
と
声
を
か
け
て
く
れ

ま
す
。
教
え
る
わ
た
し
も
や
る
気

が
出
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
ま
た
「
わ
た
し
は
『
頑
張
っ
て
』

と
『
大
和
魂
』
と
い
う
言
葉
が
好

き
で
す
。
東
日
本
大
震
災
で
被
災

し
た
日
本
の
み
な
さ
ん
に
送
り
た

い
」
と
、
印
西
市
だ
け
で
な
く
日

本
へ
の
エ
ー
ル
も
。

　
一
生
懸
命
、
不
動
明
王
像
に
祈

る
先
生
に
伺
う
と
「
家
族
が
日
々

健
康
に
過
ご
せ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
し
た
」
と
の
こ
と
。

　
先
生
が
大
切
に
し
て
い
ら
し
ゃ

る
ご
家
族
も
お
呼
び
し
、
一
緒
に

印
西
市
の
里
山
を
満
喫
し
て
欲
し

い
な
と
思
い
ま
し
た
。

▲ヒガンバナが美しい
結縁寺の外観

▼結縁寺の前に広が
る弁天池。シーズン
にはハスの花が開き
ます

滑
印
西
市
や
日
本
の
印
象
を
語
る

イ
ア
ン
先
生
（
右
）
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